
    

 

児童福祉センターの運営について 

 当センターは、昭和６年、母性保護及び児童保護を目的とする社会事業施設として発足しま

した。以来、法律の改正等に伴い、児童相談所や一時保護所の設置、総合療育所（現 発達相談

所）の新設による診療・療育機能の充実などを行い、昭和５７年に「児童福祉センター」 とし

て再発足させました。 

 平成２４年には、京都市南部（南区、伏見区）を所管する「第二児童福祉センター」を設置

し、機能、体制の充実を図り、児童福祉の総合的な相談・支援等を行っています。 

 

センターの運営について 
 

 

 

 

 施設運営費：光熱水費、通信運搬費、保守管理費、第二児童     

福祉センター空調改修費含む。 

事業運営費：児童相談所業務、診療部門事業費、児童療育施設

事業費、電子カルテ導入事業費を含む。 

 

○  第二児童福祉センターにおける空調設備の老朽化に伴い、令和

５年度～令和７年７月にかけて、改修工事を行いました。 

○  令和６年１月に、児童福祉センターを含む３施設を一体化した

複合施設「ＣＯＣＯ・てらす」として開所しました。 

 

 

 

 

 

センター施設運営費 
129,955,757 円 

事業運営費 
138,646,297 円 

［京都市子ども若者はぐくみ局児童福祉センター総務課 950-0731］ 

             
 

センター運営経費 268,602,054 円（令和６年度） 

第二児童福祉センターを含む。  

京都市では、各施設の運営がどのようになっているか、 

税金がどのように使われているかを市民の皆さまに 
分かりやすくお伝えする取組を行っています。 

 京都市においては、施設運営の現状について「見える化」を進め、施設の状況に応
じた収支改善の取組を進めています。  
 児童福祉センターにおいては、施設運営に係る費用を公表することで、利用者の皆
様に運営状況についてお知らせしています。  


